
平成２８年３月定例会  No. ９５
2016 年 ( 平成 28 年 )4 月 20 日発行   

平成 28 年度八戸市一般会計予算などを可決

　平成 28 年 3 月定例会は、2 月 23 日から 3 月 17 日までの 24 日間の会期で開かれ、平成 27

年度八戸市一般会計補正予算など、議案 74 件を可決して閉会しました。

平成27年度八戸市立高等看護学院卒業証書授与式 ３月４日、 挙行されました。

はちのへ市議会だよりは、市のホームページでもご覧になれます。

http://www.city.hachinohe.aomori.jp

編集・発行　八戸市議会　八戸市内丸一丁目 1 番 1 号

TEL：43-2145 /  FAX：47-0744

e-mail：gikaisho@city.hachinohe.aomori.jp

議会報告会を開催します

　八戸市議会では、市民の皆様に議会活動をお知らせする

とともに、議会に対し自由にご意見などをいただくため、

議会報告会を開催します。

　多くの皆様のご参加をお待ちしております。 （申込不要）

日　時　平成28年５月15日 (日) 午後２時00分～

場　所　八戸ポータルミュージアム１階 「はっちひろば」

内　容　議会活動報告

　　　　意見交換

　　　　　○中核市について

　　　　　○スポーツ・観光・文化振興について

参加費　無料

主な内容

○議案の賛否 ････････････････ 2 ～ 3ページ

○平成28年度一般会計予算･････ 3 ページ

○人事案件･････････････････････ 3 ページ

○お知らせ･････････････････････ 3 ページ

○新年度予算などに対する

　　　　　　各会派の意見･･････････ 4 ページ

○一般質問･･････････････････ 5 ～ 6ページ
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会派別議案賛否一覧表 議
案
の
賛
否

○：会派全員が賛成　　×：会派全員が反対　　退：会派全員が退席
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区分

会派名　

　議　案　

議決結果

予算

平成28年度八戸市一般会計予算 ○ ○ ○ × ○ × 原案可決

平成28年度八戸市自動車運送事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市立市民病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市国民健康保険特別会計予算　他12件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成27年度八戸市一般会計補正予算 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

平成27年度八戸市自動車運送事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成27年度八戸市立市民病院事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成27年度八戸市国民健康保険特別会計補正予算　他12件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成28年度八戸市学校給食特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人事

八戸市固定資産評価審査委員会の委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

人権擁護委員の候補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

八戸市副市長の選任 ○ ○ ○ 退 ○ ○ 同意

八戸市監査委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

八戸市固定資産評価員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

条例

八戸市東日本大震災復興交付金基金の設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市文化財保護条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市行政不服審査条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市情報公開条例及び八戸市個人情報保護条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市附属機関設置条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市事務分掌条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市職員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

八戸市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市非常勤特別職の職員の公務災害補償等条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市職員の退職管理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市学校給食条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市自動車乗車運賃等条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市乳幼児等医療費給付条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市看護師等修学資金貸与条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予防サービスの事業
の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市都市公園条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市建築審査会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契約

蕪島地区整備工事請負の一部変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

包括外部監査契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市立館公民館本棟工事請負の一部変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
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会派別所属議員 人事案件

※議員個別の賛否状況については、市のホームページでご覧になれます。
※吉田淳一議長は採決に加わっていません。

自 由 民 主 ・

市民クラブ

久　保　百　恵

高　橋　一　馬

藤　川　優　里

壬　生　八十博

吉　田　淳　一

坂　本　美　洋

岡　田　　　英

高　山　元　延

小屋敷　　　孝

豊　田　美　好

秋　山　恭　寛

日　當　正　男

工　藤　悠　平

森　園　秀　一

立　花　敬　之

大　館　恒　夫

きずなクラブ
冷　水　　　保

石　橋　充　志

八　嶋　　　隆

三　浦　博　司

田名部　和　義

寺　地　則　行

古　舘　傳之助

五　戸　定　博

吉　田　博　司

公 明 党 中　村　益　則 夏　坂　　　修 前　澤　時　廣

日本共産党議員団 苫米地　あつ子 田　端　文　明

無所属（Ｉ）伊　藤　圓　子

無所属（Ｙ）山　名　文　世

　本会議や委員会などは、 どなたでも傍聴することができ

ます。

　３月定例会では、 ５６人の傍聴者がありました。 

　また、 ホームページでは、 会期日程や一般質問日程 （各

議員の質問の要旨）  を掲載しているほか、 本会議のインタ

ーネット中継 （生中継・録画放送） や会議録の公開も行っ

ております。

　議会について詳しく知りたい方は、 ぜひご覧ください。

　次期定例会は、 ６月に開催される予定です。

○八戸市副市長に、次の方を選任することに同

　意しました。

　　　　 大
おお

　平
ひら

　　　透
とおる

　氏

○八戸市監査委員に、次の方を選任することに

　同意しました。

　　　　 早
はや

　狩
かり

　博
ひろ

　規
き

　氏

○八戸市固定資産評価審査委員会の委員に、次

　の方を選任することに同意しました。

　　　　 安
あん

　藤
どう

　祥
しょう

　吾
ご

　氏

○人権擁護委員の候補者に、次の方を推薦する

　ことに同意しました。

　　　　 松
まつ

　橋
はし

　雍
やす

　郎
お

　氏

　　　　　田
た

　端
ばた

　常
つね

　雄
お

　氏

○八戸市固定資産評価員に、次の方を選任する

　ことに同意しました。

　　　　 柴
しば

　田
た

　義
よし

　弘
ひろ

　氏

平成 28 年度八戸市一般会計予算　予算総額 954 億 6,775 万 3 千円
 主なもの

　○西白山台小学校建設事業費（建設工事など） ･･････････････････････････････････22 億 8,548 万 1 千円

　○道路・排水路等重点改良事業費 （道路・排水路等の重点的な補修） ････････････････････ 18 億 1,000 万円

　○乳幼児等医療費扶助費（小・中学生の入院分に係る自己負担の廃止など） ･･･････････････2 億 9,300 万円

　○定住自立圏連携事業費（八戸圏域公共交通計画推進事業費、医師派遣事業費など） ･････1 億 164 万 3 千円

  ○町内会等振興交付金 （防災活動・除雪活動に対する加算措置の導入） ･･･････････････････････3,140 万円

　

○：会派全員が賛成　　×：会派全員が反対　　退：会派全員が退席

お知らせ

 

28

区分

会派名　

　議　案　

議決結果

契約
市立江陽公民館本棟工事請負の一部変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

館鼻地区荷捌き所Ｃ棟改築機械設備１期工事請負の一部変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

その他

訴訟事件の和解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市過疎地域自立促進計画を定めること ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市辺地総合整備計画を定めること ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

青森県新産業都市建設事業団に委託すべき事業に関する計画の一部変更に係
る協議

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

条例
八戸市議会委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市議会事務局条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
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自由民主・市民クラブ

　平成 28 年度予算および関連議案は、予算特別委員会で審査し、３月 17 日の本会議で全議案と

も賛成多数で可決されました。

　その際、各会派および無所属議員が討論を行いましたので、その要旨を掲載します。

きずなクラブ

公明党 日本共産党議員団

無所属（Ｉ）

新年度予算などに対する各会派の意見

無所属（Ｙ）

　

 全議案に賛成

　一般会計・各特別会計予算では、市民の福祉や文

化の向上を図りつつ、中核市移行に向けて大胆かつ

着実に取り組むため、ハード・ソフト両面において

多岐にわたる施策を打ち出す内容となっており、沿

岸地域における津波避難防災関連施設の整備、乳幼

児などへの医療費の助成や未就学児への絵本提供の

推進、産業力の強化、雇用環境の充実化、社会保障

の充実化、文化・観光の促進、地域活性化など、重

層的な事業展開を高く評価し、期待する。

　自動車運送事業では、新たな乗り合いバスの購入

による利便性の推進など、市民サービスの向上に取

り組むことを期待する。

　市民病院事業では、高度な専門性を有する八戸圏

域の中核病院として、市民の生命および健康を守り、

市民から厚い信頼が寄せられていることを評価する。

 全議案に賛成

　一般会計・各特別会計予算では、依然厳しい財政

環境にある中、財政の健全性に配慮する一方、「第

６次八戸市総合計画」に掲げた戦略と「八戸市まち

・ひと・しごと創生総合戦略」との連動性を図ると

ともに、地方創生や地域再生の基礎づくりに資する

施策を推進していることに敬意を表する。

　自動車運送事業では、分かりやすい運賃体系の導

入や乗り継ぎ環境の整備などバスの利便性向上に努

めていることに敬意を表し、今後も一層、利用者の

増加や経営改善に向け努力し、市民に愛される公共

交通としての存在を不動のものにするよう要望する。

　市民病院事業では、経営健全化に不断の努力を重

ねてきた成果を高く評価するとともに、今後も経営

の効率化を図り、地域における中核病院として持続

可能な医療の提供を続けていくことを要望する。

 全議案に賛成

　一般会計予算では、子どもの貧困や低所得者世帯

への支援策のほか、雇用、結婚、子育て、教育など

切れ目のない支援策を要望し、学校司書配置や給食

残
ざ ん さ

渣の肥料化リサイクルに取り組むことを評価する。

　自動車運送事業では、ノンステップバスの導入を

高く評価し、利用性を高めるため、バスロケーショ

ンシステムのさらなる増設を要望する。

　市民病院事業では、緩和ケア病棟の整備の確定に

敬意を表し、がん拠点病院としてのクオリティを高

めるものと大いに期待する。

 意見・要望を付し全議案に賛成

　一般会計予算では、中心市街地活性化事業につい

て、大きく予算を投資しているものの、経済効果が

見込めるのか疑問が残ることや、八戸ブックセンタ

ー事業について、活性化に寄与するかなど公共事業

としての意義を見極めたいと考えており、今後冷静

に事業状況を判断することを要望する。このほか南

郷地区における内陸型工業団地の整備や定住対策の

検討、公債費の適切な管理などについて要望する。

　自動車運送事業では、経営健全化に向けた努力は

評価するが、バスターミナルの設置による交通体系

の効率化などの課題も見受けられることから、市民

に喜ばれるような公共交通を目指すことを要望する。

　市民病院事業では、幅広い医療を提供し、職員一

丸で経営健全化などに努めていることなどを評価し、

今後も果たすべき役割を発展させることを期待する。

 一部議案に反対、他議案に意見を付し賛成

　一般会計予算では、高校卒業までの入院費無料化

に踏み出したことなどは評価するが、弱者対策や市

民の負担軽減など暮らしに関わる市民の切実な願い

に応える内容となっていないことから反対する。

　国民健康保険特別会計では、資格証明書の発行が

増加傾向にあり、加入世帯の負担軽減のため、財政

調整基金などからの繰り入れを決断することを求め、

賛成する。

　自動車運送事業では、ドライブレコーダーの全車

搭載を評価するが、嘱託職員の労働条件の改善を求

めるとともに、今後も身近な公共交通機関として役

割を果たすよう要望し賛成する。

　市民病院事業では、緩和ケア病棟建設に踏み出し

たことを評価し、今後も市民の命と健康を守る地域

中核病院としての役割を果たすことを求め賛成する。

 一部議案に反対、他議案に意見・要望を付し賛成

　予算執行に関しては、議会のチェックと真
し ん し

摯に向

き合い合意形成されることを熱望し、また、地域公

共交通の活性化、老人福祉の充実、港湾労働者の安

全確保、介護保険料の負担軽減策などを切望し、一

般会計予算には反対、各特別会計予算には賛成する。

　自動車運送事業では、厳しい経営環境にある中、

路線再編などに取り組んでおり、今後も地域や交通

弱者の足を守るため、一層の努力を要望し賛成する。

　市民病院事業では、職員が互いに協力しあい、最

善の医療を提供することを要望し賛成する。



5  市議会だより

一
般
質
問

一 
般 

質 

問

美
術
館
建
設
に
向
け
た
検
討
は

　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
代
表

　
　

 

　
　
　
　
　

秋　

山　

恭　

寛

【
問
い
】　

美
術
館
建
設
に
向
け
た
検

討
の
経
緯
と
検
討
結
果
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

こ
れ
ま
で
は
美
術
館
の
敷

地
内
を
修
景
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
美
術
館
周
辺
修
景
事
業
」
と
し
て
計

画
し
て
い
た
が
、
国
か
ら
、
美
術
館
の

改
修
の
み
な
ら
ず
、
美
術
館
本
体
の
機

能
拡
充
を
含
め
た
新
築
に
つ
い
て
も
実

施
可
能
な
「
都
市
再
構
築
戦
略
事
業
」

と
し
て
認
め
ら
た
。
ま
た
、
耐
震
診
断

に
よ
り
１
階
の
耐
震
性
に
問
題
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
早
期
に
新
美

術
館
建
設
の
可
能
性
を
取
り
ま
と
め
る

こ
と
と
し
、
庁
内
で
の
検
討
や
、
八
戸

市
美
術
館
運
営
協
議
会
な
ど
で
の
意
見

を
踏
ま
え
、
文
化
芸
術
活
動
の
拠
点
と

し
て
の
美
術
館
整
備
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
31
年
度

ま
で
を
め
ど
と
し
て
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

農
業
委
員
会
法
改
正
へ
の
対
応
は

　
　
　
　
　
　

き
ず
な
ク
ラ
ブ
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　

田
名
部　

和　

義

【
問
い
】 

昨
年
９
月
に
農
業
委
員
会

法
が
改
正
さ
れ
、
地
域
に
密
着
し
た
活

動
が
で
き
る
農
業
委
員
が
選
任
さ
れ
る

か
不
安
を
抱
い
て
い
る
が
、
市
お
よ
び

農
業
委
員
会
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

同
法
の
改
正
に
よ
る
主
な

変
更
点
は
、
農
業
委
員
の
選
任
方
法
が

「
公
選
制
」
か
ら
市
町
村
長
の
「
任
命

制
」
と
な
る
こ
と
や
、
耕
作
放
棄
地
の

発
生
防
止
・
解
消
な
ど
に
取
り
組
む
た

め
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新
設

さ
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

農
業
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
市
で

は
、
公
正
な
選
考
の
た
め
、
選
考
委
員

会
を
設
置
し
て
、
地
域
を
代
表
し
、
地

域
の
農
業
に
詳
し
い
方
を
任
命
で
き
る

よ
う
農
業
委
員
会
と
連
携
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者

の
立
場
を
代
表
す
る
機
関
と
し
て
、
各

地
区
を
代
表
す
る
農
業
者
が
候
補
者
と

な
る
よ
う
活
動
し
て
い
く
。

障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
に
伴

う
当
市
の
対
応
は

　
　
　
　
　
　

公
明
党
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　

前　

澤　

時　

廣

【
問
い
】　

本
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
同
法
に
つ
い
て
、
当
市
の
対
応
と
周

知
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

同
法
の
施
行
に
よ
り
、
全

て
の
地
方
公
共
団
体
は
、
国
の
基
本
方

針
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
へ
の
対
応
を

盛
り
込
ん
だ
要
領
の
作
成
や
相
談
体
制

の
整
備
、
啓
発
活
動
の
推
進
な
ど
を
行

う
こ
と
と
な
る
。

　

市
で
は
、
施
行
に
向
け
、
八
戸
市
健

康
福
祉
審
議
会
の
審
議
を
経
て
、
３
月

中
旬
に
対
応
要
領
を
作
成
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
作
成
後
は
、
説
明
会
や

研
修
会
な
ど
を
開
催
し
て
市
職
員
全
体

へ
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
市
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
、
法

律
の
趣
旨
な
ど
市
民
へ
の
啓
発
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
独
自
の
雇
用
対
策
を

　

 

　
　

日
本
共
産
党
議
員
団
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　

田　

端　

文　

明

【
問
い
】　

雇
用
に
つ
い
て
、
市
と
し

て
具
体
的
な
独
自
の
対
策
を
持
つ
べ
き

と
考
え
る
が
、
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

市
で
は
、
多
様
な
就
業
機

会
を
創
出
す
る
た
め
、
求
人
情
報
等
無

料
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
は
ち
の
へ
ジ
ョ
ブ

市
場
」
を
開
設
し
、
企
業
の
人
材
確
保

と
求
職
者
の
早
期
就
職
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
雇
用
奨
励
金
交
付
事
業

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
促
進
事
業

と
し
て
、
若
者
や
子
育
て
世
代
を
対
象

に
、
就
職
活
動
お
よ
び
住
宅
確
保
に
要

す
る
交
通
費
、
移
住
の
た
め
の
引
っ
越

し
費
用
、
賃
貸
住
宅
費
な
ど
を
助
成
す

る
「
ほ
ん
の
り
温あ

っ
た
か
八
戸
移
住
計

画
支
援
事
業
」
の
創
設
や
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ

ー
ン
希
望
者
に
対
す
る
窓
口
を
開
設
し
、

専
任
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
設
置
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

小
中
一
貫
教
育
導
入
に
対
す
る
考

え
は

　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

小
屋
敷　
　
　

孝

【
問
い
】　

小
中
一
貫
教
育
が
進
む
こ

と
で
質
の
高
い
教
育
が
提
供
で
き
る
と

考
え
る
が
、
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

市
で
は
、
平
成
18
年
度
か

ら
小
・
中
学
校
ジ
ョ
イ
ン
ト
ス
ク
ー
ル

推
進
事
業
を
導
入
し
小
中
連
携
教
育
を

進
め
る
こ
と
で
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
解
消

な
ど
の
面
で
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
小

中
学
校
の
円
滑
な
接
続
が
、
児
童
生
徒

の
今
日
的
な
課
題
解
決
の
た
め
に
効
果

的
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　

当
市
で
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
他
都
市
の

視
察
を
行
う
な
ど
、
効
果
と
課
題
に
つ

い
て
分
析
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
内
容

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
を

　
　
　

 

　
　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　
　
　

中　

村　

益　

則

【
問
い
】　

非
常
時
災
害
情
報
伝
達
の

手
段
と
し
て
防
災
ラ
ジ
オ
を
導
入
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

市
で
は
、
災
害
関
連
情
報

の
確
実
な
伝
達
の
た
め
に
、
ほ
っ
と
ス

ル
メ
ー
ル
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
な

ど
を
活
用
し
、
情
報
伝
達
手
段
の
多
重

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
は
、
緊
急
時
に
自
動
で

電
源
が
入
り
災
害
情
報
が
放
送
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
住
民
が
避
難
行
動
を
と
る

た
め
の
判
断
材
料
と
な
る
情
報
を
、
い

ち
早
く
入
手
す
る
手
段
と
し
て
有
用
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

導
入
に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治
体
の

導
入
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
総
合

的
に
判
断
し
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

現在の美術館



交
通
政
策
基
本
法
に
関
す
る
対
応
は

　
　
　

 

　
　
　

無
所
属

　
　
　
　
　
　
　
　

山　

名　

文　

世

【
問
い
】　

交
通
政
策
基
本
法
に
関
す

る
当
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

国
は
、
交
通
政
策
に
関
す

る
基
本
理
念
な
ど
を
定
め
た
同
法
の
考

え
方
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体
が
、

主
体
的
に
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
持
続

可
能
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
上

げ
る
た
め
の
枠
組
み
が
必
要
と
の
趣
旨

か
ら
、
個
別
法
で
あ
る
「
地
域
公
共
交

通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法

律
」
を
改
正
し
た
。

　

市
で
は
、
法
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

平
成
27
年
度
末
ま
で
に
ま
ち
づ
く
り
と

連
携
し
た
「
八
戸
市
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
28
年
度

か
ら
同
計
画
に
基
づ
く
各
種
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
施
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

動
物
愛
護
施
設
の
建
設
は

　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

田　
　
　

英

【
問
い
】　

中
核
市
移
行
後
、
動
物
愛

護
関
連
業
務
の
一
部
を
暫
定
的
に
県
へ

委
託
す
る
考
え
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
将
来
的
に
必
要
と
な
る
動
物
愛
護

施
設
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

中
核
市
移
行
に
よ
り
、
動

物
愛
護
関
連
の
事
務
が
移
譲
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
抑
留
し
た
犬
な
ど
を
収
容

し
、
所
有
者
へ
の
返
還
や
譲
渡
に
対
応

で
き
る
施
設
の
整
備
が
必
要
に
な
る
。

　

施
設
の
設
置
場
所
や
機
能
な
ど
に
つ

い
て
は
、
中
核
市
移
行
後
に
関
係
団
体

な
ど
で
構
成
す
る
検
討
会
議
を
開
催
し
、

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
の
整
備
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
総
合
事
業
へ
の
対
応
は

　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
　
　
　
　
　
　

苫
米
地　

あ
つ
子

【
問
い
】　

新
し
い
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
（
新
総
合
事
業
）

へ
の
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
サ
ー
ビ
ス

内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

同
事
業
へ
の
移
行
は
平
成

29
年
４
月
と
し
て
い
た
が
、
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
、
要
支
援
者
に
対

す
る
介
護
予
防
訪
問
介
護
お
よ
び
通
所

介
護
が
、
新
し
い
総
合
事
業
に
お
い
て

も
現
行
相
当
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
で
実
施

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

実
施
予
定
日
を
平
成
28
年
10
月
に
前
倒

し
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
が
独
自
に
決
定
で
き

る
こ
と
か
ら
、
当
市
の
実
情
に
合
っ
た

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
を

　
　
　

 

　
　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　
　
　

夏　

坂　
　
　

修

【
問
い
】　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
推
進

に
つ
い
て
、
当
市
の
取
り
組
み
状
況
と

今
後
の
進
め
方
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
は
、

国
や
自
治
体
な
ど
が
保
有
す
る
公
共
デ

ー
タ
を
、
機
械
判
読
に
適
し
た
形
式
に

よ
り
、
二
次
利
用
が
可
能
な
ル
ー
ル
の

下
で
公
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
公
開
す
る
デ
ー

タ
の
種
類
や
技
術
的
な
課
題
、
デ
ー
タ

利
用
規
約
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

て
お
り
、
今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
コ
ー
ナ
ー
の
開

設
の
ほ
か
、
活
用
促
進
の
た
め
、
民
間

業
者
な
ど
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
普
及
啓

発
な
ど
、
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
健
所
行
政
手
続
き
の
周
知
は

　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

日　

當　

正　

男

【
問
い
】　

中
核
市
移
行
後
に
県
か
ら

移
譲
さ
れ
る
許
認
可
や
医
療
費
の
支
給

認
定
な
ど
を
伴
う
保
健
所
行
政
手
続
き

は
、
ど
の
よ
う
に
利
用
者
に
周
知
さ
れ

る
の
か
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

許
認
可
や
医
療
費
の
支
給

認
定
な
ど
を
伴
う
保
健
所
行
政
手
続
き

に
は
、
食
品
衛
生
法
に
係
る
飲
食
店
な

ど
の
営
業
許
可
や
児
童
福
祉
法
に
係
る

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
認

定
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

中
核
市
移
行
後
に
円
滑
に
で
き
る
よ
う
、

対
象
者
や
対
象
世
帯
に
通
知
す
る
ほ
か
、

広
報
は
ち
の
へ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
活
用
し
て
広
く
周
知
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

は
ち
の
へ
縁
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
の
詳
細
は

　
　
　
　
　

き
ず
な
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

三　

浦　

博　

司

【
問
い
】　

結
婚
活
動
の
応
援
を
行
う

「
は
ち
の
へ
縁
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
の
詳
細
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

同
事
業
で
は
、
地
元
の
魅

力
を
再
発
見
し
、
結
婚
に
前
向
き
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
地
元

の
食
を
介
し
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
若
者
の
縁
結
び
に
協
力
し
た

い
と
い
う
志
の
あ
る
地
域
の
方
々
で
構

成
す
る
「
縁
結
び
志し

た
い隊

」
を
創
設
し
、

結
婚
に
つ
い
て
の
相
談
体
制
を
構
築
す

る
ほ
か
、
結
婚
支
援
イ
ベ
ン
ト
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
若
者
の
意
識
啓
発
を
図

る
な
ど
、
地
域
全
体
で
若
者
の
結
婚
を

応
援
す
る
機
運
の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。

投
票
率
向
上
へ
の
対
策
は

　
　
　
　
　
　

無
所
属

　
　
　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

圓　

子

【
問
い
】　

期
日
前
投
票
所
の
増
設
や

投
票
事
務
へ
の
大
学
生
の
活
用
、
学
生

に
よ
る
啓
発
活
動
の
推
進
な
ど
、
投
票

率
向
上
へ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

期
日
前
投
票
所
に
つ
い
て

は
、
本
年
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
１

箇
所
増
設
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
日

頃
か
ら
多
く
の
有
権
者
が
集
ま
り
、
十

分
な
投
票
ス
ペ
ー
ス
や
駐
車
場
を
確
保

で
き
る
商
業
施
設
な
ど
を
選
定
し
、
現

在
調
整
を
重
ね
て
い
る
。

　

投
票
事
務
へ
の
大
学
生
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
効
果
な
ど
を
含
め
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
ほ
か
、
学
生
に
よ
る
啓
発

活
動
に
つ
い
て
は
、
自
主
的
で
継
続
性

の
あ
る
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
方
策
を

検
討
し
て
い
く
。

一
般
質
問

市議会だより  ６印刷部数 98,800 部　　印刷経費 1 部あたり 10.692 円

　

市
議
会
で
は
、
視
覚
障
が
い
者

や
高
齢
者
の
た
め
に
、
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
や
ま
び
こ
の
会
」

が
朗
読
し
た
「
は
ち
の
へ
市
議
会

だ
よ
り
」
の
音
声
デ
ー
タ
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



（Ａ） （Ｂ） (A)-(B) (C) (C)/(B) (A)-(D) (E) (E)/(D)

国 民 健 康 保 険 29,204,650 30,017,857 △ 813,207 △ 2.7 △ 818,893 △ 2.7

地 方 卸 売 市 場
八 戸 市 魚 市 場

353,393 246,698 106,695 43.2 94,857 36.7

都 市 計 画 土 地
区 画 整 理 事 業

1,947,938 1,593,117 354,821 22.3 355,746 22.3

5,200,138 4,922,544 277,594 5.6 3,162,095 155.2

12,847,243 11,662,926 1,184,317 10.2 1,724,827 15.5

公 共 用 地 取 得 事 業 1 1 0 0.0 0 0.0

都 市 計 画 駐 車 場 412,321 134,916 277,405 205.6 277,405 205.6

中 央 卸 売 市 場 322,211 288,234 33,977 11.8 35,535 12.4

45,555 46,399 △ 844 △ 1.8 △ 1,863 △ 3.9

326,916 322,066 4,850 1.5 2,917 0.9

介 護 保 険 20,284,931 19,700,734 584,197 3.0 511,385 2.6

国 民 健 康 保 険
南 郷 診 療 所

168,509 171,246 △ 2,737 △ 1.6 △ 6,916 △ 3.9

後 期 高 齢 者 医 療 2,154,484 2,160,471 △ 5,987 △ 0.3 131 0.0

73,268,290 71,267,209 2,001,081 2.8 5,337,226 7.9

（単位：千円）

収入 支出

1,487,907 1,599,162

16,270,000 17,110,000

17,757,907 18,709,162

△ 6.5

169,368,290 168,667,209 701,081 0.4 170,692,299 △ 1,324,009 △ 0.8

96,100,000 97,400,000 △ 1,300,000 △ 1.3 102,761,235

2,154,353

67,931,064

△ 6,661,235

学 校 給 食

都市計画下水道事業

農 業 集 落 排 水 事 業

一 般 会 計

特

別

会

計

30,023,543

258,536

1,592,192

2,038,043

11,122,416

1

平成28年度当初予算総括表
(単位：千円、％）

会 計 名

平 成 28 年 度
当 初

平 成 27 年 度
当 初

対 当 初
増 減 額

平 成 27 年 度
12 月 現 計

対 現 計
増 減 額増減率 増減率

（Ｄ）

合　　　　　　　　　計

会 計 名
収益的

134,916

286,676

47,418

323,999

19,773,546

霊 園

自 動 車 運 送 事 業 会 計

市 民 病 院 事 業 会 計

合　　　　　　　　　計

175,425

小　　　　計



平成２８年３月　予算特別委員会質疑予定一覧表

No 会　　計　　名 款 質　　疑　　事　　項

1 一般会計　　歳　出 総務費 通勤手当について

2 一般会計　　歳　出 総務費 元気な八戸づくり市民奨励金について

3 一般会計　　歳　出 総務費 施設撤去等工事費について

4 一般会計　　歳　出 総務費 町内会振興交付金について（割増し交付金）

5 一般会計　　歳　出 総務費 コンビニ交付運営負担金について

6 一般会計　　歳　出 総務費 議案第39号八戸市過疎地域自立促進計画について

7 一般会計　　歳　出 総務費 市民課窓口・待合環境の整備について

8 一般会計　　歳　出 総務費 町内会振興交付金について

9 一般会計　　歳　出 総務費 「地域の底力」実践プロジェクト補助金について

10 一般会計　　歳　出 総務費 地域担当職員について

11 一般会計　　歳　出 総務費 選挙の投票事務について

12 一般会計　　歳　出 総務費 路線バスについて

13 一般会計　　歳　出 総務費 公共交通政策について

14 一般会計　　歳　出 総務費 シティプロモーション事業について（新規予定事業等）

15 一般会計　　歳　出 総務費 町内会振興交付金について

16 一般会計　　歳　出 総務費 婚姻届について

17 一般会計　　歳　出 総務費 市民相談室について

18 一般会計　　歳　出 総務費 「地域の底力」実践プロジェクト補助金について

19 一般会計　　歳　出 総務費 市民防災部の再編の意義と市民周知について

20 一般会計　　歳　出 総務費 中核市について

21 一般会計　　歳　出 総務費 ロールモデルＰＲ事業費（働く女性の支援）について

22 一般会計　　歳　出 民生費 虐待等防止対策会議について

23 一般会計　　歳　出 民生費 はちのへ縁結びプロジェクト事業について

24 一般会計　　歳　出 民生費 権利擁護センター運営委託料について

25 一般会計　　歳　出 民生費 児童館耐震化事業費について

26 一般会計　　歳　出 民生費 寝具洗濯等サービスについて

27 一般会計　　歳　出 民生費 高齢者等バス特別乗車証負担金について

28 一般会計　　歳　出 民生費 集会所トイレ改修（洋式）について

29 一般会計　　歳　出 民生費 保育料の負担軽減について

30 一般会計　　歳　出 民生費 はちのへ縁結びプロジェクトについて

31 一般会計　　歳　出 民生費 読み聞かせキッズブック事業の概要について

32 一般会計　　歳　出 民生費 心身障害者扶養共済制度について

33 一般会計　　歳　出 民生費 権利擁護センターについて

34 一般会計　　歳　出 民生費 重度障害者タクシー助成事業について

35 一般会計　　歳　出 民生費 臨時福祉給付金等について

36 一般会計　　歳　出 民生費 介護人材発掘育成事業（ケアワークパスポート研修）について

37 一般会計　　歳　出 民生費 権利擁護センターについて

38 一般会計　　歳　出 衛生費 ペレットストーブ購入補助金について

39 一般会計　　歳　出 衛生費 合併処理浄化槽設置整備費補助金について

40 一般会計　　歳　出 衛生費 不妊治療費助成事業補助金について

41 一般会計　　歳　出 衛生費 未熟児養育医療費扶助費について

42 一般会計　　歳　出 衛生費 狂犬病予防事業等委託料について

43 一般会計　　歳　出 衛生費 一般廃棄物最終処分場について

44 一般会計　　歳　出 衛生費 櫛引地区野積み産廃について

45 一般会計　　歳　出 衛生費 生活保護世帯等のごみ袋配布について

46 一般会計　　歳　出 衛生費 旧鮫清掃工場の解体について

47 一般会計　　歳　出 衛生費 （仮称）総合保健センター整備事業について

48 一般会計　　歳　出 衛生費 保健所関連経費について



平成２８年３月　予算特別委員会質疑予定一覧表

No 会　　計　　名 款 質　　疑　　事　　項

49 一般会計　　歳　出 衛生費 「受動喫煙ゼロのまち」宣言について

50 一般会計　　歳　出 衛生費 禁煙治療促進について

51 一般会計　　歳　出 衛生費 ごみ減量対策について

52 一般会計　　歳　出 労働費 雇用移住支援、ほんのり温ったか八戸移住計画支援事業について

53 一般会計　　歳　出 労働費 シルバー人材センター補助金について

54 一般会計　　歳　出 農林水産業費 地域おこし協力隊員について

55 一般会計　　歳　出 農林水産業費 青年就農給付金（経営開始型）事業について

56 一般会計　　歳　出 農林水産業費 魚菜市場について

57 一般会計　　歳　出 農林水産業費 地域おこし協力隊員報酬について

58 一般会計　　歳　出 農林水産業費 魚菜市場警備業務委託料について

59 一般会計　　歳　出 農林水産業費 農産物ブランド戦略について

60 一般会計　　歳　出 農林水産業費 水産業振興費について

61 一般会計　　歳　出 農林水産業費 ワイン産業創出支援事業補助金等について

62 一般会計　　歳　出 農林水産業費 イカのまち八戸について

63 一般会計　　歳　出 商工費 桔梗野工業用地造成事業会計経営健全化支援金について

64 一般会計　　歳　出 商工費 中心商店街空き店舗・空き床解消事業補助金について

65 一般会計　　歳　出 商工費 産業文化まつり事業補助金について

66 一般会計　　歳　出 商工費 八戸ポータルミュージアムの利用状況について

67 一般会計　　歳　出 商工費 観光費賃借料について

68 一般会計　　歳　出 商工費 潮観荘について

69 一般会計　　歳　出 商工費 テレマーケティングについて

70 一般会計　　歳　出 商工費 八戸ポータルミュージアム費について

71 一般会計　　歳　出 土木費 八戸・能代間、北東北横断道路整備促進期成同盟会について

72 一般会計　　歳　出 土木費 港湾整備事業負担金について

73 一般会計　　歳　出 土木費 売市第三土地区画に対する所見について

74 一般会計　　歳　出 土木費 市道前田小田線の改良について

75 一般会計　　歳　出 土木費 （仮称）八戸西スマートインターチェンジについて

76 一般会計　　歳　出 土木費 都市計画マスタープランについて

77 一般会計　　歳　出 土木費 国道454号線豊崎工区について

78 一般会計　　歳　出 土木費 急傾斜地崩壊対策事業負担金について

79 一般会計　　歳　出 土木費 港湾の安全確保について

80 一般会計　　歳　出 土木費 （仮称）三日町にぎわい拠点整備事業費について

81 一般会計　　歳　出 土木費 諏訪、類家地区45号線歩道橋新設について

82 一般会計　　歳　出 土木費 歩道橋の点検、補修等について

83 一般会計　　歳　出 土木費 こどもの国等指定管理料について

84 一般会計　　歳　出 土木費 公園維持管理等委託料について

85 一般会計　　歳　出 土木費 街路樹について

86 一般会計　　歳　出 土木費 空き家対策について

87 一般会計　　歳　出 土木費 「マチニワ」のウォーターステーション施設の概要について

88 一般会計　　歳　出 土木費 ３・３・８白銀市川環状線について

89 一般会計　　歳　出 土木費 新大橋整備事業について

90 一般会計　　歳　出 土木費 花と緑のまちづくりについて

91 一般会計　　歳　出 土木費 公園内の砂場について

92 一般会計　　歳　出 消防費 防災無線整備等工事費について

93 一般会計　　歳　出 消防費 救急伝送システムについて

94 一般会計　　歳　出 教育費 私立高等学校助成補助金に関連して私立高校の入学金について

95 一般会計　　歳　出 教育費 特別支援教育アシスタントの内容について

96 一般会計　　歳　出 教育費 公会堂の耐震診断についてと今後の利用状況について



平成２８年３月　予算特別委員会質疑予定一覧表

No 会　　計　　名 款 質　　疑　　事　　項

97 一般会計　　歳　出 教育費 ブックセンター費について

98 一般会計　　歳　出 教育費 体育館の建替えについて

99 一般会計　　歳　出 教育費 公会堂施設整備について

100 一般会計　　歳　出 教育費 学校給食残渣の堆肥化リサイクルについて

101 一般会計　　歳　出 教育費 学校図書館支援事業費について

102 一般会計　　歳　出 教育費 保健体育役務費手数料について

103 一般会計　　歳　出 教育費 小学校図書館について

104 一般会計　　歳　出 教育費 中学校図書館について

105 一般会計　　歳　出 教育費 校内修繕について

106 一般会計　　歳　出 教育費 校地内落葉対策について

107 一般会計　　歳　出 教育費 花生地区バス通学について

108 一般会計　　歳　出 教育費 体育施設の整備について

109 一般会計　　歳　出 教育費 地域スポーツチーム応援事業費について

110 一般会計　　歳　出 教育費 教職員等の多忙化解消について

111 一般会計　　歳　出 教育費 多賀地区多目的運動場のインターネット整備について

112 一般会計　　歳　出 教育費 防災教育副読本「防災ノート」の内容と活用展開について

113 一般会計　　歳　出 教育費 児童への「マイブック推進事業」２回実施の結果について

114 一般会計　　歳　出 教育費 小中学校における「障がい者差別解消法」について

115 一般会計　　歳　出 教育費 西地区給食センターのＬＮＧ活用について

116 一般会計　　歳　出 教育費 新美術館のコンセプトについて

117 一般会計　　歳　出 教育費 新美術館整備事業について

118 一般会計　　歳　出 教育費 （仮称）八戸ブックセンターについて

119 一般会計　　歳　出 教育費 委託料について（月舘れい展覧会について他）

120 一般会計　　歳　出 教育費 奨学金制度について

121 一般会計　　歳　出 教育費 新美術館について

122 一般会計　　歳　出 教育費 子ども議会の開催について

123 一般会計　　歳　出 教育費 縄文遺跡の調査について

124 一般会計　　歳　出 教育費 公会堂費について

125 一般会計　　歳　出 教育費 主権者教育について

126 一般会計　　歳　出 公債費 公債費について（地方債見込み）

127 国民健康保険特別会計 国保税について

128 地方卸売市場魚市場特別会計 魚市場特別会計　Ｄ棟建設関連について

129 都市計画土地区画整理事業特別会計 八戸駅西土地区画整理事業費について

130 都市計画土地区画整理事業特別会計 八戸駅西土地区画整理事業について

131 介護保険特別会計 保険料について

132 介護保険特別会計 介護報酬改正について

133 介護保険特別会計 介護職員教育・研修について

134 介護保険特別会計 新総合事業について

135 介護保険特別会計 小規模デイサービスの経営状況について

136 市民病院事業会計 禁煙外来について

137 市民病院事業会計 緩和ケア病棟建設について

138 市民病院事業会計 禁煙外来について


